
１
２
月
に
か
た
さ
ん
が
過
ご
し
た
東
京
文

京
区
本
郷
あ
た
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

左から堀啓次郎氏・大澤牧師・四井 

小石川区のキリシタン坂 案内図 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

                           

① 

東
大
医
学
図
書
館
と
東
大
病
院
広
報
部
を
訪
問

し
ま
し
た
。 

か
た
が
帝
大
看
護
婦
養
成
所
に
入
学
し
た
の

が
、
明
治
２
８
年
の
何
月
か
が
ど
の
本
に
も
書

い
て
な
く
、
同
級
生
の
名
前
な
ど
も
調
べ
た
い

為
、
事
前
に
電
話
し
て
、
行
っ
て
み
た
。 

 
 

 

４
、
５
冊
関
連
の
本
が
出
し
て
あ
り
、
そ
れ 

を
見
な
が
ら
コ
ピ
ー
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
帝
大 

で
は
、
看
護
婦
養
成
の
前
に
桜
井
女
学
校
か
ら 

の
実
習
生
を
受
け
入
れ
、
明
治
２
１
年
１
０
月 

に
「
看
護
法
練
習
科
」
と
し
て
１
回
の
み
卒
業 

さ
せ
て
い
る
。
次
の
明
治
２
２
年
１
１
月
か
ら 

帝
大
は
「
看
病
法
講
習
科
」
と
し
て
１
回
生
を 

入
学
さ
せ
た
。
か
た
は
「
私
は
６
回
生
で
４
０ 

名
い
ま
し
た
。」
と
言
っ
て
い
る
が
、
実
は
「
看 

病
法
講
習
科
」
の
５
回
生
に
な
る
の
で
す
。
５ 

回
生
は
明
治
２
８
年
１
１
月
入
学
し
、
２
９
年 

１
１
月
２
７
日
卒
業
、
４
２
名
と
あ
る
。
（
『 

東
京
帝
国
大
学
医
学
部
附
属
医
院
総
覧
』
に
よ 

る
） 

同
級
生
の
名
前
が
あ
る
古
い
書
類
は
別
の

と
こ
ろ
に
保
存
し
て 

あ
り
、
開
示
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
。 

興
味
深
い
の
は
、

明
治
２
４
年
か
ら

の
講
習
生
資
格
に 

夫
が
い
な
い
者
」 

 

と
い
う
条
件
が 

あ
っ
た
こ
と
で
す
。
（
か
た
は 

 

無
事
ク
リ
ア
ー
）
そ
し
て
そ
の
条
件
は
明
治
３ 

１
年
に
は
、
「
家
事
を
し
な
く
て
も
よ
い
者
」 

と
変
わ
っ
て
い
る
。 

行
く
ま
で
に
、
知
り
合
い
の
東
大
看
護
学
某 

教
授
に
メ
ー
ル
で
依
頼
し
、
又
詳
し
い
人
を
紹 

介
さ
れ
、
と
り
あ
え
ず
行
く
し
か
な
い
状
況
で 

行
っ
た
が
、
得
る
も
の
は
あ
っ
た
。 

 

す
ぐ
近
く
の
東
大
病
院
広
報
部
で
は
、
鳥
取 

 

県
で
碧
川
か
た
を
朝
ド
ラ
の
主
人
公
に
と
活
動 

 

し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。 

 ② 

弓
町
本
郷
教
会
で
か
た
の
受
洗
名
簿
を
み
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
か
た
の
曾
孫
で
あ
る
堀
啓

次
郎
氏
と
合
流

し
て
、
い
っ
し

ょ
に
教
会
を
訪

問
し
た
。 

ぶ
厚
い
綴
り

に
「
堀
可
た
」 

と
あ
り
、
右
側

に
カ
ッ
コ
書
き

で
碧
川
と
書
い

て
あ
っ
た
。
日

付
は
な
く
、
備

考
欄
に
は
筆
文
字
で
「
先
達
而
遣
候
」
と
書
い

て
あ
っ
た
。
写
真
撮
影
は
断
ら
れ
、
鉛
筆
で
形

取
り
、
帰
っ
て
か
ら
私
の
友
人
が
解
読
し
た
の

で
す
。 

 

③ 

キ
リ
シ
タ
ン
坂
を
歩
い
て
み
ま
し
た
。 

 

坂
の
多
い
小
石
川
区
（
今
の
文
京
区
）
で
あ

っ
た
。
大
正
７
年
こ
ろ
久
堅
町
に
住
ん
で
い
た

か
た
が
夜
の
切
支
丹
坂
を
根
気
よ
く
通
い
、
拓

殖
大
学
の
学
生
に
禁
酒
を
説
い
た
。 

切
支
丹
屋
敷
跡
も
あ
る
が
、
坂
は
多
く
の
殉

教
者
が
血
を
流
し
た
殉
教
の
聖
地
だ
そ
う
だ
。 

今
は
交
通
の
便
も
よ
く
、
縦
横
に
地
下
鉄
が

あ
る
が
、
か
た
の
住
ん
だ
明
治
・
大
正
の
頃
は

歩
く
し
か
な
い
。
し
か
し
、
歩
け
る
距
離
で
も

あ
る
。
か
た
は
帝
大
病
院
か
ら
小
石
川
区
表
町

の
久
松
閣
附
属
館
の
堀
夫
妻
の
も
と
に
早
足
で

歩
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
四
井
幸
子
） 
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内
田
克
彦 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
「
か
た
は
婦
人
参
政
権
運
動
に
尽
力
し
た
」
と
語

ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
文
献
を
見
る
限
り

で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

当
時
の
一
次
資
料
等
に
基
づ
き
、
具
体
的
に
ど
う

関
わ
っ
た
の
か
、
帝
国
議
会
の
動
き
と
併
せ
て
、

年
表
風
に
記
述
し
て
み
た
い
。 

 

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年 

二
月
二
日
、
最
初
の
婦
人
参
政
権
獲
得
運
動
団
体 

で
あ
る
「
婦
人
参
政
同
盟
」
発
会
式
が
開
か 

れ
る
。
諸
団
体
が
集
ま
っ
て
設
立
さ
れ
た
団 

体
で
、
か
た
の
属
す
る
「
婦
人
禁
酒
会
」
も 

参
加
し
た
。 

同
一
七
日
、
最
初
の
演
説
会
を
開
く
。
弁
士
の
一 

人
と
し
て
演
説
。 

こ
の
後
、
第
四
六
回
帝
国
議
会
の
開
催
中
、
連
日 

 
 

詰
め
か
け
、
各
代
議
士
に
賛
成
を
求
め
た
。 

三
月
一
三
日
、
議
会
に
「
婦
人
参
政
ニ
関
ス
ル
建 

議
案
」
が
上
程
さ
れ
、
委
員
付
託
。 

同
一
四
日
午
後
六
時
か
ら
、
第
二
回
の
演
説
会
を 

開
く
。
弁
士
の
一
人
と
し
て
演
説
。 

同
二
六
日
、
審
議
未
了
の
ま
ま
議
会
閉
会
。 

同
三
一
日
、
代
議
士
を
招
待
し
て
慰
労
会
を
開
く 

 

が
、
卓
上
に
盃
が
伏
せ
て
あ
り
、
か
た
は
激 

 

怒
。 

四
月
一
五
日
、
臨
時
総
会
が
開
か
れ
、
次
期
議
会 

開
会
ま
で
一
時
運
動
中
止
の
決
議
。 

（
※
九
月
一
日
関
東
大
震
災
が
起
こ
る
。
） 

一
〇
月
二
三
日
、
法
制
審
議
会
に
、
選
挙
法
改
正 

委
員
を
訪
問
、
普
選
法
中
性
別
撤
廃
の
決
議 

文
を
提
出
。 

同
二
七
日
、
首
相
官
邸
を
訪
れ
、
選
挙
権
被
選
挙 

権
を
婦
人
に
も
男
子
と
平
等
に
与
え
よ
と
の 

決
議
を
提
出
。 

一
一
月
四
日
、
総
会
が
開
か
れ
、
か
た
が
理
事
に 

選
出
さ
れ
る
。 

同
二
四
日
、
理
事
会
を
開
く
。
今
後
組
織
的
に
運 

動
を
画
策
。 

同
三
〇
日
、
東
京
連
合
婦
人
会
政
治
部
の
会
合
に 

出
席
。（
※
ど
ん
な
立
場
で
出
席
し
た
か
は 

不
明
） 

 

一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年 

一
月
一
五
日
、
新
年
会
を
兼
ね
、
第
四
八
回
帝
国 

議
会
に
対
す
る
運
動
の
相
談
会
を
開
く
。 

同
二
七
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
相
談
会
を
開
く
。 

同
三
一
日
、
議
会
解
散
。 

二
月
一
二
日
、
選
挙
資
金
援
助
の
た
め
の
演
説
会 

を
開
き
、
演
壇
に
立
つ
。 

六
月
二
七
日
、
解
散
説
が
出
た
た
め
臨
時
総
会
が 

開
か
れ
、
存
続
を
決
定
、
か
た
は
理
事
に
再 

選
さ
れ
る
。 

 

 

  

七
月
五
日
、
か
た
は
婦
人
参
政
同
盟
の
脱
会
届
け 

を
出
す
。 

一
〇
月
二
六
日
、
脱
会
し
た
三
団
体
で
、「
婦
人
参 

成
三
派
連
合
会
」
を
結
成
す
る
。 

（
※
一
二
月
一
三
日
、「
婦
人
参
政
権
獲
得
期
成
同 

盟
会
」
が
久
布
白
落
実
、
市
川
房
枝
ら
に
よ

り
結
成
） 

 
 
 
 
 
 
 

次
号
に
続
く 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

① 

４
月
１
２
日
（
金
）
～
４
月
２
８
日
（
金
） 

県
立
図
書
館
２
階 

通
路
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

② 

７
月
２
日
（
火
）
午
後
～
７
月
２
３
日
（
火
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
４
時 

     

米
子
市
立
図
書
館
２
階 

多
目
的
ス
ペ
ー
ス 

 
 
 
 

 
 

３
０
枚
の
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
場
所
が
あ
れ 

 

ば
皆
様
の
近
く
で
も
行
き
ま
す
の
で
、
お
声
を
か 

け
て
く
だ
さ
い
。
県
内
各
地
に
出
か
け
ま
す
。 

 

★
次
の
研
究
会
は
東
部
で
す
。 

 
 

［
場
所
］
県
立
図
書
館
２
階 

 
 
 
 
 
 

小
研
修
室 

 

［
日
時
］
４
月
２
０
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 

午
後
１
時
半
～
３
時
半 

 
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

積
極
的
な
発
言
、
と
り
く
み
を
待
っ
て
い
ま 

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ホームページからこの会報が見れます 

「鳥取県を舞台に！歴史大河ドラマを推進する会」と入力してホームページを開き、トップページにある 

「鳥取大河だより」のタブをクリックしてください。今までの会報すべてが載っています。 

 

碧
川
か
た
と
婦
人
参
政
権
運
動
と
の
関
わ
り 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

そ
の
一
） 

湯梨浜のパネル

展で話しをする 

内田さん2月1日 

４
月
以
降 

碧
川
か
た
手
作
り
パ
ネ
ル
展
の
予
定 

http://tottorism.pref.tottori.jp/

